
 

 

皆野高校ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ通信 通算 131号 令和 5 年 11 月発行

 

 

 

                                     

地域へ飛び出す生徒たち！ 「なんちゃって!?みそぽてサブレ」 開発商品の販売実習 
 昨年７月完成、亀沢屋さんと連携した皆高生による開発商品「なんちゃって!?みそぽてサブ

レ」が世に出て間もなく１年半。ぜひ、町の皆さんに食べていただきたいです。 

 令和３年度から商業科の授業で、商品開発に向けてのアイデアを出し合い、６次産業への取

り組みをスタート。令和 4 年 3 月から第１次産業として「じゃがいもの作付」を町や秩父農

林振興センターの協力により開始。第２次産業として亀沢屋さんで製造加工体験を経て７月に

商品完成。開発にかけた費用を、売上から回収するための具体的な販売目標なども決め、販売

実習場所も検討してきました。7 月 15 日に町役場で先行販売、販売第1号は柴﨑町長、そし

て新井教育長をはじめ多くの町職員の方に購入していただきました。 

 その後、イベントなどで生徒が街で一般販売を開始。12 月には町の「ふるさと納税」返礼

品となりました。令和４年度は７月からの 9 か月で 15 回、5 年度は、現在まで 16 回の販

売実習を行っています。10 月 29 日「みんなの皆野ふれあいまつり」では、「皆野高校の開

発商品を知らなかった」「大阪に住んでいる息子がふるさと納税の返礼品でサブレをもらい美

味しかったというので買いに来た」など、多くの町の方々に応援の言葉もいただきました。 

 生徒たちは授業の中で、地域活性化や地域貢献をテーマに商品開発に取り組んでいます。 

タブレットＰＣを活用して、商品のアイデアやレシピなどを共有しながら授業を進めています。 

秩父地域の名産品を使い試作品を考えたり、「皆野町を盛り上げたい！」という目的を持って取 

り組んでいます。これらの取組により、町のお土産品に向けた提案プレゼンを行い商品化され、 

現在、亀沢屋さんでは常時販売、西武秩父駅祭りの湯物販エリアでも販売しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

皆野町 「ふるさと納税」 返礼品 
 皆野高校の開発商品「なんちゃって!?みそぽてサブレ」が、 

皆野町の「ふるさと納税」返礼品に採用していただいているのをご存

じでしょうか。返礼品の紹介文章も、総合実践の授業で生徒が作成し

ました。感想の書き込みも掲載されていました。（下記に抜粋） 
秩父名物「みそポテト」をサブレにした逸品（ゲストさん｜男性｜50代 投稿日：2023年 9月 2日）  【ふるさと納税ホームページより抜粋】 

品名：みそぽてサブレ 40枚入り（10入り×4）【なんちゃって！？みそぽてサブレ】 

 秩父名物「みそポテト」をサブレにしたアイデアに脱帽です。とても美味しく、１枚あと１枚と食べたくなります。深みと甘味のある味噌味

と、サブレのサックリ感の中にもポテトのホクホク感を感じさせるなど、絶妙な味わいです。地元の高校生と歴史ある地元の菓子処など地元企

業が共同で開発したという点も、ストーリーがあって感動しました。そのような素晴らしい取組に応援をしたくなり依頼しました。 

    皆野幼稚園との連携  
年長組の園児が社会見学で皆野高校に来校してくれました 

  
 

 

 

第1回長瀞駅前 販売実習 

農地借用、芋の収穫 
 

 皆野町役場で町長へ 

 
皆野横丁 11 月５日 

 
ふれあいまつり 10月 29日 

 
皆小 150周年 10月 28 日 

 
秩父鉄道ＳＬ車内販売 6月 17 日 

 

 

西武秩父駅 祭の湯 ちちぶみやげ市 

 

返礼品のページＱＲ 
 

 皆野幼稚園には、本校 3 年生が 6 月に家庭科保育分野の学習の一環で保育実

習をさせていただきました。今回は、園児の皆さんが社会見学という事で高校を

見学に来てくれました。生徒会役員６名がお出迎えし、図書館・ＰＣ室・体育館

を案内しました。図書館では、絵本を見たり「しおり釣り」「ガシャポン」をし

て、みんなも大喜び。ＰＣ室では授業中の見学。「何やってるの？」「これ何？」

など、質問をぶつけていました。体育館では、ボール投げしたり、走り回ったり

と元気いっぱい。皆野高校の様子を見学してもらいました。本校文化祭でもぬり

絵展に参加していただいたり、引き続き連携させていただきたいと思います。 



令和５年１０月２６日（木）埼玉新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１０月２７日（金）読売新聞 

 

 

苗木のスクール

ステイ 

10 月 20日(金)、

2 年後の令和 7年

春に秩父ミュー

ズパークで開催

される「全国植樹

祭」に向けた取組

を 1年生全員で行

いました。 

「全国植樹祭」と

は、国土緑化運動

の中核的な行事

として、1950 年

（昭和 25 年）以

降、毎年春に開催

都道府県（全都道

府県の持ち回り）

などが主催して

開催されます。国

民スポーツ大会・

全国豊かな海づ

くり大会・国民文

化祭と並び「四大

行幸啓」の一つに

位置付けられ、天

皇皇后両陛下に

よる「お手植え・

お手まき」行事が

行われます。県内

外の参加者によ

る記念植樹など

も行われ、この記

念植樹で使用さ

れる苗木を本校 1

年生が育てさせ

ていただくこと

になり、秩父農林

振興センターの

皆さまから指導

していただきま

した。埼玉県での

開催は 1959 年に

寄居町で開催さ

れ、今回が 2回目

の開催となり、県

をあげての国レ

ベルの行事に参

加させていただ

けることになり

ました。 


